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春日居館跡の発掘調査について

今回の発掘調査は調査面積が300だ という小規模なものでした。しかし、大変重要な

発見が 2つありました。

まず第 1と して『堀跡』の発見があります。この春日居館跡については明治初年の文

献に「塁濠二重ありて堀端小路の称あり。」という記載が残っているのみで、具体的な

事は全く解っていませんでした。今回の発掘調査では東西方向に延びる大小 2本の溝を

確認しました。このうち北側の溝は規模が大きく、深さは2m、 幅は 5m以上と推定で

きます。館の「堀」にふさわしい規模のものでした。この事から文献に書かれた二重の

堀が今回発見された可能性が非常に高く、館の具体的な姿が一歩確認できたことになり

ます。

次に『五彩碗』の出土です。

本品は戦国期 (16世紀代)の竪

穴状遺構から土鍋片や青磁片な

どと共に出土しました。碗の模

様は1外面にかぶり物をした官人、

内面には菊唐草の文様がそれぞ

れ赤・緑・黄色等で描かれてい

ます。本品はこの特徴から16
世紀中頃に中国の景徳鎮系の窯

で焼かれた「赤絵」または「五

彩」と呼ばれる焼物です。「五

彩」は白磁などの表面に赤 。黄

・緑など各種の釉を使つて絵付

けするもので、中国では 12世

紀末に考案され、明や清の時代

には優れた製品が数多く作り出

されています。

五彩は長野県内からの出土例

が極めて少なく、なぜこの春日

の地から出土したのか、どのよ

うな流通経路で持ち込まれたの

かが今後の課題となります。

本館跡は戦国末期、佐久の平定に尽力した依田信蕃をはじめとする依田氏の居館とし

て伝承のある場所です。本資料はその活躍を裏付ける一品となるのかもしれません。



例 言

1.本書は、佐久浅間農業協同組合が計画する春日支所建設工事に伴う春日居館跡の発掘調査報告書
である。

2.調 査 原 因 者

3.調 査 主 体 者

4.遺跡名及び所在地

5.調査期間及び面積

佐久浅間農業協同組合

佐久市教育委員会

春日居館跡  (KKI) 佐久市春日2994-1
調査期間   平成22年4月 13日 ～平成23年 3月 18日

調査面積   300∬
6.本書の編集・執筆は冨沢が行つた。

7.本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

本書作成にあたり、大学共同利用機関法人人間文化研究機構 小野正敏氏と長野県埋蔵文化財

センター 市川隆之氏にご指導を頂きました。また、佐久浅間農業協同組合の関係各位には、

御協力を頂きました。記して感謝いたします。

凡 例

1.遺構の略記号は、竪穴状遺構(Ta)。 土坑(D)・ 溝状遺構(M)である。

2.挿図の縮尺は次のとおりである。下記以外の物については挿図中にスケールを示す。

竪穴状遺構1/80  土坑1/80  土器1/4  石器1/4・ 1/8  古銭1/2

3,遺構の海抜標高は各遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」として示した。

4.土層・遺物胎土の色調は、1988年版『新版 標準土色帖』に基づいた。

5。 遺物観察表の ( )は残存長、 ( )は残存器高を示す。
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第 I章 発掘調査の経緯
1.立地と経過

春日居館跡は佐久市の春日地籍に所在する。遺跡は鹿曲川と細小路川の合流地点より上流700mに位置す
る。館跡内には現在「康国寺」があり、地割りから一辺150m程の区画堀が「コ」字状に巡ることが推測できる。

寺に接して北側には「堀端通り」の地名が現在でも残る。館跡近辺の標高は770m内外を測り、館の南西側にあ

たる120m程高い山尾根上には春日城跡が所在する。

今回、遺跡内において佐久浅間農業協同組合により春日支所建設の計画がなされたため、佐久市教育委員

会では文化財保護法第93条の届け出を受け、試掘調査を行った。結果、開発対象地に遺構が発見され保護協

議を行い遺跡破壊の恐れがある部分については記録保存を目的とする発掘調査を行う事となった。

2.調査体制

調査主体者 佐久市教育委員会

事 務 局 社会教育部長

文化財課長

文化財調査係長

文化財調査係

教育長

工藤秀康

森角吉晴

三石宗一

林 幸彦

冨沢―明

土屋盛夫

並木節子

上原 学

須藤隆司

井出泰章

小林員寿  羽毛田卓也

出澤 力

夕》

第 2図 周辺遺跡位置図  (1:10000)
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調査体制

調査担当者  冨沢―明

調 査 員  柏木義雄   臼田 猛

坂井一夫   小島 真

川瀬祥太   上村貴恵

橋詰勝子   橋詰信子

狩野小百合  広瀬梨恵子

3.遺構と遺物の詳細

遺 構     竪穴状遺構   3棟
土 坑

溝状遺構

18基
2本

ピット群   26個
遺 物     縄文土器 (前期～後期)

中世陶磁器類 古銭

鉄製品  石製品

土 層

今回の調査地点は蓼科山麓の尾根が沖積地

へと変わる場所にあたる。地形的には東に向

けて傾斜する地形であり、周辺部よりもやや

高かったが、調査地点の地層には一抱え以上

の大型の川原石が遺構覆上を中心に転がつた

状態であった。

遺構確認面と考えられる層についても、表

土下は大型の川原石や細かな砂利混じりの二

次堆積ローム層がある部分と川原石と砂の混

合層が調査区に広がっていた。これら川原石

は、遺跡西側に流れる鹿曲川の氾濫により運

ばれてきたものと考えられる。

澤井知春

池田勝吉郎

井出孝子

柳澤孝子

田中ひさ子

清水澄夫

檜山修一

林 まゆみ

清水律子

羽毛田利明

平林麻郎

小林妙子

堺 益子

東よりの遺跡遠景

駄 咀

誤鮮
:

PIO

脇9浮ぴ
8

/蔵
ゝ
も

0二
第 3図 調査全体図 (1:200)

-2-



―
             キ

第Ⅱ章 遺構と遺物
1.竪穴状遺構

塊
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身 ひ
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調
査
区
域
外 ６砺ぴ

8

標高76960n
(1:80)   2m

調査区域外
黒色土 (10YR3/1)

しまり。粘性あり。炭化物・焼土粒子を多く含む。
灰黄褐色土 (10YR4/2)

しまり・粘性ややあり。焼土粒子を含む。
暗褐色土 (10YR3/3)

しまり。粘性弱い。
黒褐色土 (10YR3/1)

しまり・粘性弱い。砂を含む。
赤褐色土 (2 5YR4/6)

しまり,粘性弱い。
焼土ブロックでぼそばそしている。
暗褐色土 (10YR3/3)

しまり・粘性あり。灰を含む。

6

(2)Ta3号竪穴状遺構

本址は調査区北側に位置する。M2号溝状遺構より古い。形態は方形で、規模は北壁5.28m、 南壁
4.62m、 西壁3.83m、 東壁3.52mで 、壁高は13～ 59cmを測る。東側に壁溝が巡り、西側にはテラス

４

　

　

５

Eフ 司翌 ∈

1～4(li3)
56(114)

こ逐正三く〔をイ:

第 4図 Tal号竪穴状遺構及び出土遺物実側図

(1)Tal号竪穴状遺構

本址は調査区南端に位置する。東西と南側は調査区外となる為全容は不明である。薄い覆土下に床

と考えられる僅かな硬質面があり、この範囲を堅穴状遺構とした。また床面には焼土の広がり2カ所

とピットを 9カ所確認した。ピットの規模は径26～ 98cm、 深さは16～ 72cmを測る。 Pl～ 3は直線

的に並び建物の柱穴と考えられる。出土遺物は覆土中のものがほとんどであった。
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<十
~

黒褐色土 (10YR3/1) しまり'粘性弱い。小石を多く含む。
褐色土 (10YR4/4)  しまり・粘性弱い。さらさらした土。
晴褐色土 (10YR3/3) しまり,粘性あり。黄色ローム粒子と

黒色土ブロックを多く含む。
褐色土 (10YR4/4)  しまり・粘性弱い。ぼろぼろしている。
灰白色土 (10YR71) しまり,粘性弱い。灰と焼土ブロックを

多量に含む。
暗褐色土 (10YR3/4) しまり・粘性弱い。

黄褐色土 (10YR5/8) しまり・粘性ややあり。小石を多く含む。

第 5図 Ta3号堅穴状遺構及び出土遺物実測図

124～ 13(1:3)6 7cm
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0   19～ 21(1:2) 5cm

鮎

拶

―

C〕  8

-4-



l 黒褐色土 (10YR3/1)

しまり '粘′性あり。

焼土粒子・炭化物を

多く含む。

黒褐色土 (10YR3/1)

しまり・粘性弱い。

暗褐色土 (10YR3/4)

しまり・粘性弱い。

砂が主体である。
※下層は黄色の砂礫層。
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、    第 6図  Ta4号 竪穴状遺構及び出土遺物実測図

が設けられていた。ピットは21個検出され、東西方向に 3列の柱穴と考えられる。規模は径22～ 68

cm、 深さ 7～45cmを測る。また北壁中央よりの床面には灰の詰まった土坑が確認された。規模は長軸

138cm、 短軸80～ 90cm、 深さ16～ 22cmを 測る。形態は二つの土坑が連結したような状態であり、新

旧は確認されなかった。床は踏み固めたような土であった。

遺物は覆土中や床面から出土した21点を図示した。特に金属製品の出土が多く、 4は金箔を施した

銅製品で三カ所に止め穴と思われる穿孔があつた。形態より木製品の留め金と考えられる。 5は火打

金でほぼ完形である。山形タイプのもので、頂上部には 3カ所の窓が開けられている。 6～ 13は釘類

と考えられる。 1と 2はカワラケであり、胎土はよく精錬されている。

(3)Ta4号竪穴状遺構

本址は調査区中央部に位置し、東側が調査区外となる。D ll号土坑と重複関係にあり、本址の方が

新しい。形態は不整形で、壁は緩やかに立ち上がる。規模は長軸3.50m、 短軸1.93mで、壁高さは 9

～1 9cmを測る。ピット等は確認されなかった。出土遺物は床面上からの出土が多かつた。特に注目さ

れる遺物としては巻頭でもふれた景徳鎮系の五彩碗がある。 4点の破片が接合したがいずれも覆土中

からの出土で、彩色の状態から二次焼成を受けていると考えられる。 6は土鍋と同じ胎上の灯明皿で

ある。 8はすり鉢で、胎土は土鍋と同じく荒い砂粒子を多く含む。底部は回転糸切離しである。
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2.溝状遺構

Ml 調査区域外

調
査
区
域
外

ガ

ト

ー

1 黄褐色土 (10YR5/6)

2 褐灰色土 (10YR5/1)

3 暗褐色土 (10YR3/3)

4. 褐色土 (10YR4/4)

5. 甜島モ色」ヒ (10YR4/6)
6.褐灰色土 (10YR5/1)

しまり。粘性弱い。石を多く含む。
しまり弱い。粘性あり。小石を含む。 (近世の遺物あり。)

しまり・粘性弱い。石を含む。
しまり,粘性弱い。炭化物を含む。
しまり,粘性ややあり。ローム粒子を多く含む。
しまり'粘性あり。泥炭化した土。

標高76980m
O    (1:80) 2 xn

M2

カ

ク

フ

ン

調査区域外
標高76970m

O     (1:80) 2m

1.褐灰色土 (10YR4/1) しまり・粘性弱い。小石を多く含む。

2.褐灰色土 (10YR4/1) しまり。粘性弱い。人頭大の礫を多く含む。

3,黄褐色土 (10YR5/8) しまり・粘性あり。ローム粘土ブロックを多く含む。

4.暗褐色土 (10YR3/8) しまり,粘性ややあり。小石を多く含む。

5 褐色土 (10YR4/6)  しまりあり。粘性弱い。黄色の砂の層。

6 黒褐色土 (10YR3/1) しまり,粘性あり。べたべたした土。

7 暗褐色上 (10YR3/4) しまり'粘性弱い。

第 7図 Ml号 ,M2号 溝状遺構実測図

(1)Ml号 溝状遺構

本址は調査区北側端で検出された。溝は東西方向に延びるものと考えられ、北側の溝立ち上がりは

確認できなかった。規模は検出部で幅 4m・ 深さ2.05mを測る。覆土最上層には人頭大の円礫が多量

に投げ込まれており近代の遺物が、また第 2層中には17～ 19世紀代の遺物が混入していた。
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第 9図 Ml号 溝状遺構出土遺物実測図 (2)

-8-



穐
ベ
ベ

くヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
く

0
<|

標高76970m

O    (1:80)
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l.黒 色 土 (10YR2/1)

しまり。粘性弱い。

小石を多く含む。

標 高76970m
O  (180) 2m

l 黒褐色土 (10YR3/1)

しまり・粘性弱い。
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O      (1:80) 2m

灰黄褐色土 (10YR4/2)

はり。粘性弱い。小石を多く含む。

黒褐色土 (10YR3/2)

はり・粘性弱い。
石の間でさらさらしている。

甥
標高76970n

O   (1:80)  2m

l 黒褐色土 (10YR3/1)

しまり。粘性弱い。

標高76970m
o   (1:80)  2m

標 高 70970m
O   (1〔 80) 2m

1 褐灰色土 (10YR4/1)

しまり弱い。
小石を多く含む。

D12k

<|

標高76970m
O     (1:80)

1.暗褐色土 (10YR3/3)

しまり。粘'性 あり。

炭化物と焼土粒子を

多く含む。

標高76960m
O    (1:80) 2m

1.黒色土 (10YR2/1)

しまり・粘性あり。

こぶし大の礫を多く含む。
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2
黒褐色土 (10YR3/1) しまり。粘性弱い。

暗褐色土 (10YR3/3) しまり。粘性弱い。

くヽ
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Ｈ囲　　　　　Ａ一　
　
Ａ一 甥

標高76970Π

O     (1:80)   2m

l 黒褐色土 (10YR2/1)
1 暗褐色土 (10YR3/3)

しまり・粘性やや弱い。
小石を多く含む。 1 黒褐色土 (10YR3/1)

しまり・粘性あり。

しまり。粘性ややあり。

焼土粒子と炭化物を含む。

第10図 土坑実測図 (1)

遺物は溝覆土上層を中心に数多く出上した。 7と 8は土鍋であるが、器高が低くいわゆる「賠烙」

に分類される。 9は土師質の火鉢で底部に墨書が書かれている。13は推定器高であるが土師質の植木

鉢であり、底部に穿孔がある。12は鉄製品であるが一部を内側に折り曲げて鎌のような形状に変形し

た物で使用目的は不明である。23と 24は碁石、25は硯と考えられる。32は円柱状の石製品で二次焼

成を受けている。

(2)M2号 溝状遺構

本址は調査区中央部に位置する。Ml号溝と同じく東西方向に延びると考えられ、ほぽ 2本の溝は

平行している。規模は幅3.30m、 深さ1.30mを測る。壁は緩やかに立ち上がる。本址も覆上の上層部

ｍヽ

cal

隠
唄
べ
Ｒ
・
　
２

【「中和付四四潮）一”中で‐‥ｓｏｊ
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沐

カ

0    (1:80)  2m

l.にぶい黒褐色土
(10YR5/3)

しまり,粘性弱い。
小石を多く含む。

kl D18

標 高 76930m
O    (1:80)

1.黒色土 (10YR2/1)

しまり弱く、粘性あり。石を多く含む。

標高76980m
O    (1:so) 2m

1.黒色土 (10YR2/1)

しまり,粘性ややあり。

人頭大の石を含む。

2m

水

道

管

川

ト

ー

標高76980n
O    (1:80)   2m

l 暗褐色土 (10YR3/4)

しまり。粘性あり。焼土粒子・炭化物を含む。

2.黒褐色土 (10YR3/1)

しまり。粘性弱い。

第 11図 土坑実測図 (2)

分に人頭大の礫が詰まった層が確認されたが、近世遺物等の混入は見られず、6層や7層 を中心に図示

した中世遺物が出土した。M2号溝からの出土遺物にはMl号溝に比べて砥石や臼類がないのが特徴

的であった。

3.土 坑

今回の発掘調査では18基の土坑が検出された。これらの土坑はその覆土の状態や出土遺物より、縄

文期と中世にそれぞれ所産時期が分かれる。以下がその大別である。

縄 文期   D3.D5,D6.D8.D ll.D12.D13.D15。 D16,D17.
中 世  D2.D4.D7.D9.D10.D14.D18.

ここでは特徴的な遺構について記載し、そのほかについては 「遺構計測一覧」を参照されたい。

(1)D2号 土坑

本址は調査区中央の北よりで検出された。M2号溝状遺構と重複関係にあり本址の方が新しい。形

態は東西方向に長軸をもつ方形で、中央に石組み遺構を持つ。この石組みは北壁と南壁が最大三段で

高さ40cmに 扁平な川原石を平らに積み上げている。これとは対照的に東西の壁は扁平な川原石を立て

た状態で使用し、高さも40cm程である。土坑底面は硬質化したような様子は観察できなかった。石組

みを外すと一回り大きな掘 り込みが検出された。本址からの出土遺物は小片化した土鍋やカワラケ片

2点があつたのみである。

(2)D12号土坑

本址は調査区北側のTa3号竪穴状遺構の北壁に接するように検出された。新旧関係は本址の方が

古い。本址からは図示した鉄製品が出土した。柄を下向きにして出上し、先端部を一部欠損する。銅

製品による責金具が装着され、柄の部分には木質がサビ化して残存している。一見すると小刀に見え

るが、刃部が鋸刃状になっている事と柄先が広がる事から鋸の可能性も指摘できる。

-10-
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第12図 M2号 溝状遺構.土坑.ピ ット出土遺物実測図

4.ビット

今回の調査では26個のピットが検出された。調査地点では縄文と中世二つの時期の遺構が検出され

ていることから、これらもそれぞれの帰属時期があると考えられるが出土遺物のあるものも少なく詳

細は不明である。なお、掘建柱建物になりそうなピットは確認できなかった。
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5.縄文期の遺物
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第13図 縄文期出土遺物実測図 (1)
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第14図 縄文期出土遺物実測図 (2)

ここでは今回の調査によって出土した縄文期の遺物を一括して扱う。出土地点については遺物観察

表を参照されたい。土器は前期から後期まで各時期を網羅するように出土しており、特に中期後半か

ら後期までのものがやや出土量が多かつた。縄文期の検出遺構は土坑のみであったが、鹿曲川の対岸

に位置する後沖遺跡などは縄文集落が展開する為、本遺跡周辺でも集落址発見の可能性は十分にある

と考えられる。なお、注目される遺物とし、Ml号溝状遺構からの出土であるが翡翠の垂飾 りがある

(第 14図 -59)。 片面からの穿孔でほぼ完形である。また、未製品 (第 14図 60)と 考えられる石製

品も出土している。
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6.ま とめ

今回の発掘調査は300だ の小規模な調査であったが大きな成果が得られた。まず、第 1に館の堀址

と考えられる溝状遺構 2本を確認できたことである。明治初年に書かれた『長野県町村誌』春日村 「金

城山康国寺」の項には 「…この地は祖父下野守信守、父依田右衛門信蕃、三世の居址たるを以て寺と

す。境内大杉・巨桜あり。塁濠二重ありて堀端小路の称あり。方二町、西は穴小屋の山城なり。一」

という記載があり、幕末までは二重の堀が一部残存していたか、伝承が残つていた事となる。今回の

発見された 2本の清はこの事実を裏付ける可能性が非常に高い。上に示した図は調査成果と現状の公

図から堀址位置を推定したものだが、これによると山城を背に「コ」の字状に方150m程の中世館跡

が浮かび上がる。

次に「五彩碗」である。景徳鎮系五彩の出土は佐久地域はもとより長野県内でも希少例である。日

本国内でも少数であるが戦国期の町屋や館などから出土例があり、主に16世紀第 3四半期頃から流通

したと考えられている。館の主と考えられる依田氏の活躍時期と重なることから、依田氏使用も考え

られるが、五彩碗と共伴する4号竪穴状遺構の出土遺物が17世紀初頭を示すものも含まれることから
「康国寺」建立後の持ち込みも考えられる。どちらにしても今回の調査では館の全容把握は難しく、

結論は今後の周辺部調査の進展に委ね、雑泊であるがまとめとしたい。

第15図 春日居館跡堀推定図(1:2000)
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E

I区
下

層

鎌
?

鉄
製

品
12
.4

45
.5
9

Ⅱ
区
下

層
臼

輝
石
安

山
岩

13
2

27
37
.1
2

I区
7L
径

72
×

7

14
寛
永
通

費
銅
製

品
I期

=古
寛
永

(1
63
6～

16
59
年

)
I区

上
層

臼
石
英
安

山
岩

45
64
乏

I区
子
L径

7×
6B

太
平
通

費
銅

製
品

(封
ヒ
宋

、 
97
6年

)
Ⅱ
区
下

層
臼

黒
色
多
孔
質
安
山
岩

1/
4

(1
5.
5)

(1
2.
9)

(1
4.
7)

13
67
58

Ⅱ
区

元
豊
通

費
銅
製

品
(】
ヒ
雰
で 、
 1
07
84
F)

I区
下

層
窪

み
石

角
閃
石
安

山
岩

16
.4

16
82
24

Ⅱ
区

孔
径

4×
37

古
銭

銅
製

品
Ⅱ
区
下

層
五
輪

塔
(地

輪
)

黒
色
多
孔
質
安
山
岩

(1
3.
0)

(2
1.
8)

(1
2.
9)

23
路

66
I区

上
層

砥
石

凝
灰

岩
14
.0

11
5,
96

Ⅱ
区
上

層
五
輪

塔
(地

輪
)

黒
色
多
孔
質
安
山
岩

(1
3.
0)

(1
7.
5)

(1
1.
3)

19
46
.8
3

I区
上

層

砥
石

凝
灰

岩
89
19

検
出

不
明

溶
結
凝
灰

岩
87
47
1

Ⅱ
区
下

層

砥
石

凝
灰
岩

50
,9
3

Ⅱ
区

臼
輝

石
安

山
岩

1/
4

(1
4.
1)

(1
6.
2)

21
45
.2
3

I区
了
し
53
×
43

砥
石

凝
灰
岩

(3
.2
)

92
.0
9

Ⅱ
区

上
層

34
臼
・
下

輝
石
安

山
岩

1/
4

(2
5。

7)
(1
6.
6)

(1
4.
9)

51
50
,0
0

下
層

砥
石

凝
灰
岩

26
.2
2

Ⅱ
区

上
層

臼
・

下
安

山
岩

(3
3.
4)

(1
6.
0)

(1
6.
2)

11
56
0.
00

Ⅱ
区
下

層

碁
石

?
粘
板
岩

(2
.2
)

(0
.2
5)

Ⅱ
区

上
層

臼
・

上
輝

石
安

山
岩

(3
1.
6)

(3
20
)

(1
3.
5)

I区
上

層

24
碁
石

?
粘

板
岩

(1
.7
5)

0.
22

Ⅱ
区

上
層
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 M
2号

溝
・

土
坑

法
皇 鼻

成
形

・
調

整
・

文
様

備
考

出
土

位
置

睫
種

別
器

種
ヨ
径

(長
ミ
径

(幅
器
高

(厚
外

面
内

面

l
陶

器
土

鍋
29
.5

25
.5

口
縁

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
胴
部
ヘ

ラ
ナ
デ

胴
部

ヨ
コ
ナ
デ
・

口
縁

ロ
ク
ロ
ナ
デ

M2
1区

2
陶

器
土

鍋
15
.4

口
縁

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
胴
部
ヘ

ラ
ナ
デ

口
縁

ヨ
コ
ナ
デ
→
胴
部

ヨ
ヨ
ナ
デ

M2
H区

陶
器

皿
(3
.2
)

瀬
戸
・
美
濃
 
大
窯

I期
 1
5世

紀
末
～
16
世
紀
前
半

M2
Ⅱ

区

陶
器

皿
瀬
戸
・

美
濃
 
後

期
様

式
 1
5世

紀
末

M2
Ⅱ

区

陶
器

カ
ワ
ラ
ケ
皿

2.
4

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

M2
1区

6
陶

器
平

碗
〈5

.3
〉

古
瀬
戸
 
後
期
様
式
Ⅲ
・
Ⅳ
 1
5世

紀
中
～
後
半

P2
3

7
陶

器
山
茶

碗
(4
1)

美
濃

`尾
張
よ
り
北
? 
V～

Ⅵ
形
式
 1
2C
末

～
13
C前

半
イ

ー
9

陶
器

皿
5.
4

(1
.0
〉

瀬
戸

・
美
濃
 
大
窯
 1
6世

紀
代

試
掘

3ト
レ
ン
チ

磁
器

染
付

碗
底

部
に
崩

れ
た

梅
に
鳥

景
徳
鎮

系
 1
6世

紀
後

半
試

掘
7ト

レ
ン
チ



�
器

種
素
 

材
残

存
秦

最
大
長

最
大

幅
最

大
厚

重
 

量
出
上
位

置
�

器
 

種
素
 

材
残
存
率

最
大
長

最
大

幅
最
大
厚

重
 

量
出
上
位

置

臼
輝

石
安

山
岩

(1
9,
4)

(9
.3
)

13
.6

27
60
.3

検
出

釘
?

鉄
製

品
14
.0
1

M2
Ⅱ

区

碁
石

碧
玉

1.
85

0.
5

2.
53

イ
ー

9
18

釘
?

鉄
製

品
(6
.2
)

12
,7
6

D2

光
順
通
費

銅
製

品
1/
1

(後
黎
、

14
60
年

)
検

出
釘

?
鉄

製
品

(5
.5
)

8.
03

P1
4

治
平
元

費
銅

製
品

1/
1

(耳
ヒ
宋

、 
10
64
年

)
イ

ー
9

釘
?

鉄
製

品
10
.3
0

ウ
ー

9

14
釘

?
4.
07

M2
Ⅱ

区
釘

?
鉄

製
品

(4
.3
)

4.
88

イ
ー

9

釘
?

11
.0
2

�
[2

鋸
?

鉄
製

品
(3
91
)

14
8.
66

D1
2

釘
?

4.
02

D2
土
製

円
盤

検
出

第
6表

 
縄

文
土

器
・

石
器

ｌ μ Ｎ Ｉ

配
器

種
形
 

式
残

存
長

文
様

出
土

位
置

m
器

種
形
 

式
残
存
長

文
様

出
上

位
置

1
深

鉢
前

期
(4
.0
)

繊
維
 
単

節
縄

文
ウ

ー
9

深
鉢

加
曾
利
EⅢ

～
Ⅳ

(1
2.
5)

隆
帯
 
沈

線
イ

ー
9

深
鉢

前
期

(4
.5
)

繊
維
 
単

節
縄
文

ゥ
ー

8
深

鉢
加

曾
利
EⅢ

～
Ⅳ

(7
.3
)

撚
糸

?
Ta
lⅣ

区

深
鉢

前
期

(2
.0
)

繊
維
 
単

節
縄
文

D2
深

鉢
加

曾
利

EⅢ
～
Ⅳ

隆
帯
 
沈

線
D1
6

4
深

鉢
中
期

後
半

北
信
・

新
潟

(4
.2
)

隆
帯

剥
落
 
沈

線
ウ

ー
9

深
鉢

加
曾
利
EⅢ

～
Ⅳ

(2
6.
3)

隆
帯

沈
線
 

口
縁

部
波

状
Ml
Io
Ⅱ

区

深
鉢

中
期

後
半

北
信
・

新
潟

(3
.5
)

隆
帯

剥
落
 
沈
線

Ta
lⅣ

区
深

鉢
加
曾
利
EⅢ

～
Ⅳ

(7
5)

隆
帯
 
沈

線
試
掘

1ト
レ

深
鉢

焼
町

隆
帯

沈
線

刺
突

検
出

深
鉢

加
曾
利

EⅢ
～
Ⅳ

隆
帯
 
縄

文
LR

試
掘

3ト
レ

深
鉢

焼
町

(3
.2
)

隆
帯
 
沈

線
検

出
深

鉢
加
曾
利
EⅢ

～
Ⅳ

沈
線
 

縄
文
LR

Ml
I区

上
層

深
鉢

焼
町

(4
,0
)

刻
み
付

き
隆
帯
 
沈

線
D1
6

深
鉢

加
曾
利
EⅢ

～
Ⅳ

隆
帯
 
沈
線
 
縄
文

Ta
1

Π
区

深
鉢

勝
坂

刻
み
付

き
隆
帯
 
沈

線
イ

ー
9

34
深

鉢
中
期
後
半
加
曾
利
E

隆
帯
 
縄
文

Ml
Ⅱ

区
下
層

深
鉢

曽
禾
UI

(3
.4
)

半
裁
竹
管

に
よ
る
横
線

Ta
l

Ⅱ
区

深
鉢

中
期
後
半
佐
久
系

?曾
利

?
隆
帯
 
刺
突

検
出

深
鉢

曽
利

I
(3
.5
)

沈
線

Ta
lⅣ

区
深

鉢
中
期
後
半
曽
利

刻
み
付

き
隆
帯
 
沈

線
Ta

1
Ⅱ

区

深
鉢

佐
久

系
(1
1.
4)

隆
帯
 

沈
線

h/
11

Ⅱ
区

深
鉢

堀
ノ
内

隆
帯

Ta
31
区

深
鉢

佐
久

系
(5
3)

隆
帯
 
沈

線
Ml
I区

上
層

深
鉢

堀
ノ
内

沈
線

Ta
3Ⅱ

区

14
深

鉢
加
曾
不
lE
Ⅲ

(4
.5
)

太
沈

線
 
条
痕
 
縄
文

Ta
lⅣ

区
深

鉢
堀

ノ
内

I
4,
0

沈
線
 
刺
突

M2
H区

深
鉢

加
曾

利
EⅢ

縄
文
 

沈
線

ゥ
ー
10

40
深

鉢
堀

ノ
内

I
(4
.5
)

沈
線

検
出

深
鉢

曽
利

コ
口
径
17
.2
  

口
縁
部

無
文

Ta
lI
Π

区
41

深
鉢

堀
ノ
内

沈
線
 
縄

文
Ml
Ⅱ

区
上

層

深
鉢

曽
利

Ⅱ
口
縁

部
無

文
Ta

1
Ⅱ

区
42

深
鉢

堀
ノ
内

Ⅱ
圧

痕
付

き
隆
帯

Ta
l 

検
出

深
鉢

大
木

(6
.5
)

半
裁

竹
管

に
よ

る
横

線
 
縄
文

イ
ー

9
43

深
鉢

堀
ノ
内

I
(4
.5

太
い
沈

潜
検

出

深
鉢

カ
ロ曾

利
E

(7
.2
)

隆
帯
 
縄

文
LR

Ml
I区

下
層

44
深

鉢
堀

ノ
内

(4
.0

沈
線
 
縄

文
Ta
lⅢ

区

深
鉢

加
曾
利
E

隆
帯

沈
線

縄
文

Ml
Ⅱ

区
上
層

45
深

鉢
堀
ノ
内

(3
.7

沈
線
 
縄
文

Ta
3Ⅳ

区

深
鉢

曽
利

I
(5
5)

半
載

竹
管

に
よ

る
横

線
Ta
lⅡ

区
46

深
鉢

堀
ノ
内

(5
.5
)

注
口
部

試
掘

6ト
レ

深
鉢

大
木

半
裁
竹
管

に
よ

る
横
線
 
縄
文

Ta
1

I区
47

深
鉢

堀
ノ
内

I
沈

線
検

出

深
鉢

カ
ロイ
撃
禾
町
EI

(3
.5
)

浮
線

文
イ

ー
9

48
深

鉢
堀
ノ
内

(5
.2
)

圧
痕

付
き
隆
帯

Ml
I区

下
層

24
深

鉢
加
曾
利
EI

(4
.5
)

半
裁
竹
管

に
よ

る
横
線

?浮
線
文

Ml
I区

下
層

49
深

鉢
堀

ノ
内

圧
痕
付

き
隆
帯

試
掘

3ト
レ

深
鉢

加
曾

利
EⅢ

～
Ⅳ

(5
.5
)

縄
文
 
沈

線
Ta
3Ⅳ

区



m
器
 

種
素
 

材
残

存
率

最
大

長
最

大
幅

最
大

厚
重
 

量
出
上

位
置

阻
器

種
素
 

材
残

存
率

最
大

長
最

大
幅

最
大

厚
重
 

量
出

土
位

置

打
製
石
斧

輝
石
安

山
岩

10
.4

12
■
45

M
Ⅱ
区
上
層

石
刃

黒
耀

石
Ml
Ⅱ

区
5層

打
製

石
斧

石
英

閃
緑

岩
(4
.9
)

(4
,9
)

(
1.
1)

39
.7
9

M
Ⅱ
区
下

層
ス

ク
レ
イ

アヽ
―

黒
色
緻
密
安
山
岩

4.
5

8.
8

14
43
.6
C

Ta
3

打
製

石
斧

輝
石

安
山
岩

(9
,1
)

(5
.5
)

(1
.8
)

11
3.
07

M
Ⅱ
区
下
層

58
石

核
黒
耀
石

6.
7

10
1.
23

Ml
Ⅱ

区
上
層

打
製
石
斧

黒
色
緻
密
安

山
岩

(5
.8
)

(
■
2)

56
.7
7

M
Ⅱ
区
上
層

垂
飾

ひ
す

い
輝

石
2.
6

3.
7C

Ml
I区

下
層

54
石

鏃
黒

耀
石

0.
8

3.
61

イ
ー

9
垂

飾
未

製
品

蛇
紋
岩

8.
57

Ta
3Ⅱ

区

石
鏃

鉄
石
英

1.
45

ィ
ー

2

ｌ μ ∞ ―

第
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土

坑
・

ピ
ッ

ト
計

測
表

番
号

出
土

位
置

長
軸

×
短

軸
×
深

さ
形
 

態
出
土
遺
物
等

番
号

出
上

位
置

長
軸

×
短

軸
×
深

さ
形

態
出
土

遺
物
等

D2
ウ

ー
4.
5

27
6×

19
8×

59
方

形
石
組

・
土
鍋

片
・
カ
ワ
ラケ
片

Dl
l

イ
ー

6
(1
36
)×

(5
5)
×

41
隅
丸

方
形

D3
ウ

ー
3

12
3×

93
×

14
不

整
形

D1
2

イ
ー

3
11
5×

 (
64
)×

38
不

整
形

縄
文

片

D4
ウ

ー
8

95
×

77
×

17
円

形
土

鍋
片

D1
3

イ
 

ウ
ー
4

19
0X
12
0×

32
隅
丸

方
形

縄
文

片
3

D5
ウ

ー
7

12
0×

95
×

29
精

円
形

縄
文

片
D1
4

ウ
ー

3
11
2×

88
×

35
不

整
形

土
鍋
片

D6
ウ

ー
6

97
×

74
×

27
円

形
D1
5

エ
ー

3
11
8×

71
×

38
楕

円
形

縄
文
片

D7
ウ

ー
8

(2
06
)×

17
5×

40
隅
丸

方
形

土
鍋

片
D1
6

イ
ー

9
35
5×

(1
70
)×

42
楕

円
形

縄
文

片

D8
イ

ー
6

11
2×

64
×

18
精

円
形

D1
7

イ
.ウ

ー
9

29
3×

17
5×

56
隅

丸
方

形

D9
イ

ー
6

97
×

84
X4
1

円
形

D1
8

イ
ー

3
1
47
×

一
×
50

不
整

形
ピ

ッ
ト
あ

り
。
土

鍋
片

D1
0

イ
ー

6
97
×

53
×

28
楕

円
形

番
号

出
土
位

置
長
径

×
短
径

×
深

さ
形
 

態
出
土
遺

物
等

番
号

出
土
位

置
長
径

×
短
径

×
深

さ
形
 

態
出
土
遺

物
等

Pl
イ

ー
7

56
×

46
×

25
.5

楕
円
形

?
P1
4

イ
ー
6

58
×

(3
2)
×

27
.5

楕
円
形

P2
ウ

ー
6

50
×

42
×

40
楕

円
形

P1
5

イ
ー
6

30
×

26
×

17
楕

円
形

?

P3
ウ

ー
7

56
×

52
×

45
円

形
?

P1
6

エ
ー
4

32
×

30
×

12
円

形

P4
ウ

ー
6

47
×

41
×

42
楕

円
形

P1
7

エ
ー
4

32
×

22
×

15
長
方

形

P5
ウ

ー
6。

7
82
×

60
×

21
楕

円
形

P1
8

ウ
ー

3
32
×

32
×

40
方

形
縄
文
片

P6
ウ

ー
6

60
×

50
×

27
楕

円
形

P1
9

ウ
ー

3。
4

28
×

26
×

14
不

整
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一

調査区全景 (北 よ り) Tal竪穴状遺構 (西 より)

Ta3堅穴状遺構 (東 より) Ta3堅穴状遺構据 り方 (東 よ り)

=能熙

D3号 土坑

D2号土坑石組み状況 D2号 土坑掘 り方状況
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D4号土坑 D5号土坑

D6号土坑 D7号 土坑

D8号土坑 D9号 土坑

1号土坑
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D12号 土坑 D12号 土坑遺物出土状況

D13号 土坑

D15号 土坑 D16号 土坑

7号土坑 D18号 土坑
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Ml号溝状遺構 (東 より) Ml号溝状遺構土層断面

(東よ り) M2号溝状遺構土層断面
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出土遺物②
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出土遺物③
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報告書抄録

ふ り が な かすがきょかんせき
圭
ロ 名 春日居館跡
一昌 垂

日 名 長野県佐久市春日 春日居館跡発掘調査報告書

巻 次

シ リ ー ズ 名 佐久市埋蔵文化財調査報告書

シ リーズ番号 第 187集
編 著 者 名 冨沢―明

編 集 機 関 佐久市教育委員会 文化財課

所  在  地 〒385-0006 佐久市志賀 5953 TEL0267-68-7321

発 行 年 月 日 2011年 (平成 23年)3月 18日
遺  跡  名 春日居館跡

遺 跡 所 在 地 佐久市春日2994-1
遺 跡 番 号 1161
緯 度 36°  13′ ±7W

経 度 138°  21′ 15W
調 査 期 間 (現場)平成22年 4月 13日 ～ 5月 12日

(整理)平成22年 5月 13日 ～平成23年 3月 18日

調 査 面 積 300�
調 査 原 因 佐久浅間農業協同組合 春日支所建設事業

種 丹ll 城館跡

主 な 時 代 縄文 。中世

主な遺構・遺物 竪穴状遺構.土坑.溝状遺構.ピ ット  陶磁器類.鉄製品.石器類

要 約 明治初年に出された

を裏付けられた。また、

出土し注目された。

「長野県町村誌」に記載された二重の堀跡が発見され伝承

県内の出土として希少な例となる景徳鎮の 「五彩碗」が

特 記 事 項
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